
世界の理解を深める
神戸市外国語大学イスパニア学科の特別講演

 Damián Pachón Soto博士 

中国の復活とラテンアメリカにおける
現在の中国の役割

～El regreso de China y su papel actual en América Latina.～

【日時】9月8日（金曜）18時30分～20時30分
【場所】ANCHOR KOBE（アンカー神戸）
　　　　神戸市中央区加納町4丁目2番1号 神戸三宮阪急ビル15階
【対象】どなたでもご参加可能です
【費用】無料
【主催】神戸市外国語大学
【問合】神戸市外国語大学イスパニア学科　モンセラット・サンス
　　　　Mail：montse.sanz@inst.kobe-cufs.ac.jp




Kobe City University of Foreign Studies

神戸市外国語大学

【講演会概要】
講演会は、本学イスパニア学科の客員教授であるDamián Pachón Soto博士がコ
ロンビアから来日し、スペイン語で講演をいたします。

本講演は本学のイスパニア学科の学生が翻訳することで、日本語・スペイン語

のバイリンガルな講演となります。

講演内容は、近世を形成した中国の影響力、現在の地政学的転換期における中

国の存在、ラテンアメリカへの影響について、歴史的観点から分析します。

神戸市外国語大学イスパニア学科客員教授

サンタンデール工科大学　人文科学部教員

【専門分野】

ラテンアメリカ研究

ラテンアメリカとヨーロッパの哲学と政治思想

詳細はこちら


